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Cognex 製ソフトウェアと FireWire  
カメラについて

Cognex の VisionPro と CVL ソフトウェアは、IEEE 1394 DCAM 
(FireWire) カメラからの画像の取り込み、処理、および表示をサポー
トしています。本書では、Windows 2000、Windows XP、および 
Windows Vista 搭載の PC でこの機能をサポートするための、ドライ
バのインストールと初期設定方法について説明します。

注:  Cognex 製ビジョンソフトウェアで IEEE 1394 DCAM カメラを
使用する方法については、VisionPro または CVL のマニュアル
を参照してください。

また、マシンビジョンアプリケーションでの FireWire の使用に関す
る追加のマニュアルについては、弊社テクニカルサポートのサイト
を参照してください。

システム条件
Cognex 製ソフトウェアのマニュアルに記載されている標準のソフトウェ
アおよびハードウェア条件に加えて、ご使用の PC に IEEE 1394 アダプ
タが搭載されている必要があります。さらに、Cognex 製セキュリティド
ングル、Cognex 製ソフトウェアのライセンス、またはビジョンアプリ
ケーションでセキュリティ違反防止のためにセキュリティビットを有効
にした Cognex 製フレームグラバのいずれかが必要です。

注:  ご使用の PC に搭載されている IEEE 1394 アダプタに電源供給
コネクタがない場合は、外部電源をサポートしているカメラを
使用するか、または各接続機器に電源供給が可能な IEEE 1394 
ハブを使用してカメラに電源を供給する必要があります。ほ
とんどのノート PC では、カメラへの電源供給のために IEEE 
1394 ハブを使用する必要があります。

Cognex の FireWire は、DCAM バージョン 1.30 以降をサポートしてい
ます。ご使用のカメラがサポートしている DCAM バージョンについて
は、カメラの製造元にお問い合わせください。カメラは、必ず最新版
のファームウェアを使用してください。最新版の入手方法およびイン
ストール方法については、カメラの製造元にお問い合わせください。

注:  Microsoft Vista は、使用している FireWire カメラやアダプタに
関係なく、CVL と VisionPro の両方で IEEE 1394a の伝送速度
のみをサポートしていることに注意してください。

Cognex 製 FireWire DCAM ドライバと 
インストールについて
Microsoft オペレーティングシステムには FireWire カメラの組み込
み型のデバイスドライバが付属していますが、Cognex は独自の 
FireWire DCAM ドライバを提供しています。このドライバをインス

トールすると、ビジョンソフトウェアは FireWire カメラをフレー
ムグラバと同じように取り扱います。ご使用の FireWire カメラが 
Microsoft FireWire ドライバに関連付けられてしまうことが頻繁にあ
りますが、Cognex 製ビジョンソフトウェアを実行するには Cognex 
製 FireWire DCAM ドライバを使用する必要があります。 
注:  Cognex 製ドライバをご使用のカメラに関連付けるには、ソ

フトウェアのインストールを開始する前に、IEEE 1394 アダ
プタとカメラを取り付けてください。PC を再起動したときに 
Windows の新しいハードウェアの検出ウィザードが表示された
ら、キャンセルします。Windows ドライバを手動でインストー
ルすることは避けてください。 

ソフトウェアのインストールマニュアルの説明に従って Cognex 製
ビジョンソフトウェアをインストールします。Cognex 製ビジョン
ソフトウェアパッケージに付属するインストールユーティリティに
は、Cognex 製 FireWire DCAM ドライバをデフォルトのインストー
ルの一部としてインストールする Cognex Drivers 2.5 インストーラ
が含まれています。ご使用の DCAM カメラとアダプタを Cognex 
製ソフトウェアで正常に動作させることができるのは、Cognex 製 
FireWire DCAM ドライバだけです。ドライバのインストール前にカ
メラをアダプタに接続しなかった場合、またはカメラを変更したり
アダプタを追加したりした場合は、次の手順によってドライバをカ
メラに関連付けることができます。

ご使用のカメラをアダプタに接続します。 1. 
コントロールパネルの [プログラムの追加と削除] を開きます。2. 
[Cognex Drivers 2.5] を選択して [変更] をクリックします。3. 
インストーラが表示された後、[次へ] をクリックします。4. 
Cognex 製 FireWire DCAM ドライバが現在インストールされて5. 
いる場合は、[修復] → [次へ] をクリックします。インストーラ
は、ドライバを接続されているカメラと関連付けます。

Cognex 製 FireWire DCAM ドライバが現在インストールされて6. 
いない場合は、[変更] をクリックしてインストールします。 

注:  カメラを接続した後 10 秒以上待ってから、Cognex 製ビジョン
ソフトウェアで画像の取り込みを行ってください。

Windows XP サービスパック 2 の FireWire バス 
ドライバのダウングレード
Microsoft Windows XP サービスパック 2 は、IEEE 1394b FireWire 
アダプタを正しくサポートしません。IEEE 1394a または 1394b 
FireWire カメラを IEEE 1394b アダプタ上で正しく動作させたり、
1394b FireWire カメラを IEEE 1394a アダプタで使用したりする場
合は、Windows XP の FireWire バスドライバをサービスパック 1 の
バージョンにダウングレードする必要があります。ダウングレード
が必要な場合、Cognex Drivers 2.5 インストーラによってユーティ
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リティ (fixsp2.exe) が自動的に起動されます。このユーティリティに
よって、ダウングレードの実行を促すメッセージが表示されたら、
[Downgrade] をクリックします。このダウングレードユーティリティ
は、IEEE 1394b の適切な操作に必要なファイルのみを変更します。
そのほかの Microsoft Windows XP サービスパック 2 バスドライバが
影響を受けることはありません。 

FireWire カメラの使用方法

カメラに関する情報の入手方法
ご使用の FireWire カメラに関する情報については、カメラの製造元の
ドキュメントを参照してください。Cognex 製ビジョンソフトウェア
には、ご使用のカメラが PC に正しく接続され、必要なドライバがイ
ンストールされた後のプロパティやレジスタ値をテストしたり調べた
りするための、DCAM Doctor という診断ユーティリティが含まれてい
ます。CVL または VisionPro を使用して DCAM Doctor を起動するに
は、次の順にクリックします。

CVL
[スタート] → [プログラム] → [Cognex] → [CVL] → [Utilities] → [IEEE 
1394 DCAM] → [DCAM Doctor]  
VisionPro
[スタート] → [プログラム] → [Cognex] → [VisionPro] → [Cognex 
Utilities] → [IEEE1394 DCAM] → [DCAM Doctor]
[Camera Capabilities] ユーティリティでは、Cognex 製ソフトウェア
によって認識された、ご使用のカメラのプロパティが表示されます。

[Camera Capabilities] 画面を使用するには、次の手順に従います。

[Select] で一覧からご使用の FireWire カメラを選択します。1. 
[Get Info] をクリックします。2. 

Cognex 製 FireWire DCAM ドライバの検証
FireWire ドライバを検証するための [Driver Install] ユーティリティ
を選択します。DCAM Doctor には、システムに取り付けられている 
FireWire カメラと、各カメラに関連付けられているデバイスドライバ
が表示されます。Cognex 製デバイスドライバに関連付けられていな
いカメラがある場合は、Windows デバイスマネージャオプションを使
用して、そのカメラのドライバを変更する必要があります。

▲▲○○▲▲  
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画像の取り込み

[Acquire Images] ユーティリティでは、さまざまなカメラ設定ファイ
ル (CCF) およびそのほかの画像取り込みパラメータを試行することが
できます。

[Acquire Images] ユーティリティを使用するには、次の手順に従います。

[Select] で一覧からご使用の FireWire カメラを選択します。1. 
ビデオフォーマットを選択します。2. 
[Initialize Acquisition] をクリックします。3. 
[Snap] を選択します。4. 
[Continuous] を選択します。5. 

連続画像取り込み中に、露光時間など、ほかの値を変更することがで
きます。DCAM Doctor はご使用の FireWire カメラのテストに使用さ
れることに注意してください。これらの画像取り込みの設定を、CVL 
または VisionPro アプリケーションで使用するために保存することは
できません。 

ビデオフォーマット
DCAM の仕様には、標準ビデオフォーマットの一覧と、カスタムビデ
オフォーマット (Format 7) における規定が記載されています。

ご使用の FireWire カメラ専用に作成されたカメラ設定ファイル (CCF) 
を使用した場合、Format 7 が使用されます。このフォーマットでは、
Cognex 製ビジョンソフトウェア用に最大フレームレートと画像サイ
ズが最適化されています。また、ほとんどのカメラ専用 CCF では、
実時間単位で露光時間を指定することができます。

アプリケーションで必要な場合は、標準の 1394 DCAM CCF を指定し
て、標準の DCAM ビデオフォーマットを使用することができます。
Cognex 製ビジョンソフトウェアには、異なる画像サイズとフレーム
レートを使用するいくつかの標準 CCF が含まれています。

また、Cognex 製ビジョンソフトウェアには、独自の FireWire CCF 
ファイルを作成できる、CITDCAM というアプリケーションも含まれ
ています。CITDCAM を起動するには、次の順にクリックします。 
CVL
[スタート] → [プログラム] → [Cognex] → [CVL] → [Utilities] → [IEEE 
1394 DCAM] → [CITDCAM]
VisionPro
[スタート] → [プログラム] → [Cognex] → [VisionPro] → [Cognex 
Utilities] → [IEEE1394 DCAM] → [CITDCAM]

サポートされている DCAM プロパティ
Cognex 製ビジョンソフトウェアは、Cognex 製ビジョンソフトウェア
の API を介して、一般に使用される DCAM プロパティの多くをサポー
トしています。例えば、シャッター、トリガモード、トリガの遅延な
どのプロパティがあります。プロパティの完全なリストについては、
『CVL User's Guide』の「Acquiring Images: Application Notes」の章
を参照してください。VisionPro の場合は、『ユーザーズガイド』の
「画像取り込み: DCAM」の節を参照してください。 
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Cognex API が存在する場合は、必ず Cognex API を使用して DCAM プ
ロパティを設定してください。DCAM プロパティ用の Cognex API が
存在しない場合は、DCAM カメラのレジスタに対して直接読み取りま
たは書き込みを行うこともできます。DCAM カメラのレジスタの読み
取りおよび書き込みの方法については、Cognex 製ビジョンソフトウェ
アの API ドキュメントを参照してください。VisionPro の QuickBuild 機
能を使用すると、次に示すように、[Image Source] ダイアログボック
スを介して DCAM レジスタに直接アクセスすることができます。 

露光設定
一部のカメラでは、露光値を数秒または 1 秒未満の実時間単位で指定
することができます。そのほかのカメラは、露光時間にマップされて
いるレジスタの値を使用します。ご使用のカメラの露光モデルについ
ては、カメラのマニュアルを参照してください。

Cognex が提供しているほとんどの CCF では、露光値を実時間単位
で指定することができます。しかし、標準 1394 DCAM の CCF を使
用する場合は、カメラ専用の単位で露光値を指定する必要がありま
す。DCAM Doctor の [Acquire Images] 画面は、最大露光時間と最小
露光時間の設定、および数秒または 1 秒未満の実時間単位とレジス
タ値のどちらをサポートしているかを表示します。VisionPro シリー
ズでエディットボックスの横に使用単位の指定が表示されていない場

合、そのカメラ専用のレジスタ単位が使用単位になる点に注意してく
ださい。ご使用のカメラの仕様書で単位を確認のうえ、露光設定には 
*1000 の単位を指定してください。 

対象領域 (ROI)
Cognex 製ビジョンソフトウェアでは、画像を取り込む際に使用する
対象領域 (ROI) を指定することができます。ご使用のカメラが ROI の
設定をサポートしている場合、Format 7 ビデオフォーマットを使用す
ると、フレームレートが向上します。それ以外の場合は、Cognex 製
ビジョンソフトウェアがフルサイズの画像を取り込んでソフトウェア
内で切り取り、ユーザが指定した ROI の画像を返します。

標準 1394 DCAM の CCF を使用した場合、カメラのハードウェアが 
ROI をサポートしていても、ROI は必ずソフトウェアで処理されま
す。DCAM Doctor を使用すると、特定の ROI 値におけるカメラのフ
レームレートを測定できます。 

トリガ
ほとんどの DCAM カメラは、本体にトリガ入力端子があります。
Cognex 製ビジョンソフトウェアでは、適切なトリガモデルを設定す
ると、自動的にカメラをハードウェアトリガモードに設定します。こ
の場合、カメラは、外部信号を受信した後、取り込みを開始します。

トリガモード 0 が最も基本的で実用的なモードです。露光時間は、カ
メラのレジスタにプログラミングされます。トリガ入力によって露光
が開始されると、カメラは、レジスタの値に基づいて露光時間を制御
します。

トリガレートがカメラのフレームレートを超えた場合の動作はカメラ
によって異なります。一部のカメラは、この状況が発生した場合にト
リガを無視するため、画像が取り込まれません。ご使用の DCAM カメ
ラがトリガの過度状態をどのように処理するかについては、カメラの
マニュアルを参照してください。 

ストロボ
DCAM バージョン 1.31 では、バージョン 1.30 の仕様には含まれて
いなかったストロボ機能に関する規定が追加されました。DCAM バー
ジョン 1.30 のみに対応しているカメラの場合、定常照明を使用する必
要があります。しかし、特に高倍率で、動きを止めて画像を確実に取
り込むために非常に短い露光時間が必要である場合、定常照明では問
題が生じる可能性があります。 
この場合、唯一確実で合理的な解決法は、DCAM バージョン 1.31 対
応の 1394 カメラにアップグレードすることです。DCAM バージョン 
1.31 対応の 1394 カメラでは、カメラ本体にある出力ピンからストロ
ボを発光させることができます。信号極性、ストロボのパルスの持続
時間、露光の開始時を基準としたストロボの信号の遅延時間などは、
すべてソフトウェアを通して制御することができます。DCAM 1.31 
仕様に対応したカメラでは、Cognex 製ソフトウェアを使用してソフ
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トウェアの API (画像取り込みプロパティ) をプログラミングすること
によって、ストロボを制御することができます。CVL 6.3 以降および 
VisionPro 4.1 以降では、次のストロボプロパティをサポートしてい
ます。

ストロボを有効にする• 
ストロボの極性• 
ストロボの持続時間• 
ストロボの遅延• 

DCAM バージョン 1.31 仕様に準拠すると認定されているすべてのカ
メラが、必ずしも DCAM の標準のストロボ制御機能をサポートしてい
るわけではないことに注意してください。ストロボのサポート情報に
ついては、ご使用のカメラの技術マニュアルを参照してください。ま
た、CCF にも、ストロボ出力の制御に関する情報が含まれている可能
性があることに注意してください。 

アダプタとケーブル
IEEE 1394a カメラには IEEE 1394a アダプタを、IEEE 1394b カメラ
には IEEE 1394b アダプタを使用するようにしてください。一部のア
ダプタは、1394a カメラと 1394b カメラの組み合わせをサポートして
います。IEEE 1394a カメラと IEEE 1394b カメラを混在させて使用す
る場合は、可能であれば、個別にアダプタを用意してください。アダ
プタは、接続されている中で最も低速なデバイスの速度で動作するこ
とに注意してください。 
IEEE 1394a の接続では、6 芯の導線ケーブルを使用します。ほとんど
のホストアダプタやカメラでは、6 ピンのコネクタが使用されていま
すが、一部のデバイスではこれより小さい 4 ピンのコネクタが使用さ
れています。このようなデバイスには、別個に電源が必要です。IEEE 
1394a デバイスの最大データレートは、400 メガビット / 秒です。

IEEE 1394b の接続では、9 芯の導線ケーブルを使用します。コネク
タは 9 ピンであり、6 ピンの IEEE 1394a コネクタとは互換性があり
ません。バス速度は低下しますが、IEEE 1394a カメラを IEEE 1394b 
ポートに接続する場合は、6 ピン / 9 ピン変換アダプタ、または片方
の端に 9 ピンのコネクタ、もう一方の端に 6 ピンのコネクタを備え
たケーブルを使用することができます。IEEE 1394b デバイスの最大
データレートは、800 メガビット / 秒です。 
IEEE 1394 標準では、ケーブルの長さが 4.5 メートルに制限されて
います。ただし、最大 10 メートルまでの長さのケーブルが正常にテ
ストされています。標準では、ハブを使用して 63 デバイスまで共有
でき、合計データレートはアダプタあたり 400 メガビット / 秒 (IEEE 
1394a の場合) または 800 メガビット / 秒 (IEEE 1394b の場合) で
す。複数のアダプタを使用すると、合計の帯域幅を増やすことができ
ます。この場合、IEEE 1394 バスは、このバス上の最も低速なデバイ
スの速度で動作します。

ほとんどの FireWire アダプタには複数のポートがあります。OHCI 準
拠のアダプタ (Cognex 製ビジョンソフトウェアには必須) はすべて、
少なくとも 4 つの DMA チャネルをサポートしています。同時に画像
を取り込むには、カメラごとに DMA チャネルが必要です。同時に画
像を取り込むことのできるカメラの最大数は、使用可能な DMA チャ
ネルの数、使用可能な IEEE 1394 バス帯域幅、および PC 上で使用可
能な PCI バス帯域幅によって制限されます。 

カメラ順序付け (複数台のカメラを使用する 
アプリケーション)
アプリケーションが複数のカメラを使用している場合、各カメラは一
意のインデックス値によって参照されます。このインデックス値によ
る個々のカメラの関連付けを、カメラ順序付けと呼びます。

1 台の PC に複数の IEEE 1394 DCAM カメラを接続した場合、カメラ
の順序は IEEE-1394 バス上の各カメラの位置によって判定されます。 
簡単な構成では、カメラの順序は単純にポートの順序 (最初のポートが
カメラ 0) となります。複数のアダプタ、ハブ、または中継器から構成
されるより複雑なバス構成の場合、バスは、分枝ノード (ポートを備え
たデバイス) とリーフノード (カメラ) が含まれたツリー構成が前提にな
ります。このツリー全体がトラバースされると、カメラ順序付けは最
も遠い分枝ノードにある最初のリーフノードから開始されます。

このカメラ順序付けの方法には、次の特性があります。

特定の IEEE 1394 バス構成では、カメラの順序は、各カメラを接• 
続するポートによって固定されます。異なる種類または製造元の
カメラであっても、カメラを交換することが可能であり、カメラ
のインデックス値は同じになります。 
カメラ順序付けは、カメラを単純に別のポートに接続することに• 
よって変更できます。

IEEE 1394 バス構成を変更した場合は、カメラ順序付けが変更さ• 
れます。例えば、2 ポートアダプタを IEEE 1394 ハブに交換する
と、カメラに別のインデックス値が割り当てられます。

注:  VisionPro 4.4 および CVL 6.5 までのリリースでは、カメラ順
序付けは、各カメラに組み込まれたグローバル固有識別子に基
づいて行われていました。この以前の順序付け方法では、同じ
製造元から購入した同一のカメラであっても、カメラを交換す
るたびにカメラ順序付けが変更される可能性がありました。ま
た、一度特定されたカメラのグループではカメラ順序付けを変
更することも不可能でした。

カメラ順序付けの方法を変更すると、カメラ情報を使用してい
る、複数の IEEE 1394 カメラを使用する既存のすべてのアプリ
ケーションが、VisionPro 5.0 環境において同じカメラ順序付けを
維持できないことになります。 
visionpro.ini 設定ファイルを変更することによって、VisionPro 
で古いカメラ順序付けの方法を使用することは可能です。詳
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細については、VisionPro のマニュアルにある「Configuring 
VisionPro.ini」のトピックを参照してください。ただし、新しい
順序付けの方法で動作するように既存のアプリケーションをす
べて変更することを推奨します。この方法の詳細については、
弊社テクニカルサポートから入手可能な『Cognex Technical 
Bulletin TB-07-002』の「FireWire Camera Ordering Changes」
を参照してください。

複数台のカメラを使用するアプリケーションと
帯域幅について
Cognex IEEE DCAM ドライバを使用すれば、製造元が異なる複数台の
アダプタや複数台のカメラをアプリケーションで使用することができ
ます。 
アプリケーションにおいて、1 つの  FireWire バス上で複数台の 
FireWire カメラを使用している場合は、各カメラで使用されるバス帯
域幅を下げることを推奨します。Cognex 製ビジョンソフトウェアで
は、1 台のカメラで使用されるパケット単位のバイト数を設定するた
めの、帯域幅制御のプロパティが提供されています。このプロパティ
は、カメラで同時に画像を取り込む必要があり、かつ、カメラに必要
な合計の帯域幅 (帯域幅プロパティの調整前) が IEEE 1394a/b の使用
可能な合計のバス帯域幅を超える場合に有効です。 
注:  IEEE 1394 の帯域幅に関する詳細については、ここから入手

可能な『Cognex Technical Bulletin TB-07-004』の「FireWire 
Bandwidth Calculations」を参照してください。

ホットプラグ
Cognex 製ビジョンソフトウェアは、カメラのホットプラグをサポー
トしていません。Cognex 製ビジョンアプリケーションの起動後にカ
メラをプラグインした場合、そのカメラを認識するには、シャットダ
ウンしてアプリケーションを再起動する必要があります。 
また、カメラに限らずどのデバイスであっても、ビジョンアプリケー
ション実行中に追加したり取り外したりすることはできません。追加
したり取り外したりする場合は、アプリケーションの再起動が必要に
なります。 

FireWire ハブ
次に示すように、FireWire アダプタに接続できる IEEE 1394 DCAM 
カメラの台数を拡張するための FireWire ハブの使用がサポートされて
います。

PC

FireWire 
アダプタ

FireWire ハブ

IEEE 1394 カメラ

電源

また、FireWire ハブを直列に使用して、FireWire カメラと FireWire ア
ダプタの間の距離を延長することもできます。一般的に、FireWire カ
メラから PC までの合計距離を 31 メートルに延長するために、最大 6 
台の FireWire ハブを使用できます。 
各種の FireWire ハブによって、IEEE 1394a カメラまたは IEEE 
1394b カメラのどちらか、または両方の組み合わせがサポートされ
ています。ハブは、接続されている中で最も低速なデバイスの速度で
データを転送することに注意してください。Cognex から入手可能な 
FireWire ハブについては、弊社営業担当者にお問い合わせください。

IEEE-1394 バス構成変更イベント
Cognex 製ソフトウェアは、カメラやアダプタが接続されている 
IEEE-1394 バス上で構成変更が発生したことをユーザに通知するため
の IEEE-1394 バス構成変更イベントをサポートしています。変更イベ
ントでは、次の 2 つのうちのいずれかの発生が示されます。

カメラが取り外された。• 
同じ IEEE-1394 バスに接続されているカメラまたは別のデバイ• 
スによってバスリセットが起動された。この状況が発生すると、
Cognex 製ソフトウェアによって、リセット後のデバイスの識別
用ノード番号や、IEEE-1394 バス上のノードの数などの追加情報
が生成されます。 

Cognex 製ソフトウェアは、IEEE-1394 バス構成変更イベントを検出
した場合、次のエラーダイアログボックスを表示することがありま
す。 
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イベント検出後は、画像取り込み用のハードウェアやソフトウェアの
状態に整合性がなくなる可能性があります。一般的に、このイベント
にアプリケーションレベルで適切に対処するには、正常にシャットダ
ウンしてビジョンアプリケーションを再起動するしかありません。 
注:  Windows 2000 では、IEEE-1394 バス構成変更イベントはサポー

トされていません。 
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